
コロナ禍で活動しづらい日々が続くなか、「新たな日常に即した活動」を行う市民団体があります。どん

な工夫をしているのでしょうか。そしてどんな新たなつながり・価値を生みだしているのでしょうか。

今回は 4 つの団体からお話をいただき、参加者の皆さんとコロナ禍での市民活動について考えました。

 

 

 

 

 

市民団体によるコロナ禍での活動を検討する 

in 四日市     ～コロナ禍を振り返り、今後の活動につなげよう～ 

NPO 四日市 D サポート 
【お話】代表 三原 貴照さん（三原クリニック院長） 

【なやプラザ事業報告（前半）】 


